



10.Mar.2013 O.U.S. Faculty of Biosphere‐Geosphere Science News Letter No.02
岡山理科大学生物地球学科・生物地球システム学科ニュースレター H25.3.10発行 第 02号
平成 26 年度に新コース（恐竜・古生物学コース）設置






















































平成 25年の卒業研究発表会は，平成 26年 2月 15日（土）開催予定です．保護者の方も是非ご参加ください．
大学院 修士論文・博士論文 提出
平成 25年 2月 9日（土）に大学院修士課程生物地球システム専攻の修








（主査：名取真人教授）で 1 月 22 日に，今村和義さんは「種族Ⅱに属する
古典新星」（主査：田邉健茲教授）で1月29日に，それぞれ博士論文公聴
会が開催されました．両名ともその後の審査で博士論文が認められましたので，3 月 20 日に学位「博士（学術）」が授
与されます．おめでとうございます．
岡山学研究会 シンポジウム開催 ＆ 岡山県文化奨励賞受賞
平成24年 12月 15日（土）の午後，岡山理科大学『岡山学』研究会主催のシンポジウム「瀬戸内海～岡山沿岸地域


























































































































８・９月期 魚類 地理 考古遺物
１０・１１月期 恒星 園芸 水生生物 植物相（秋）





月 28 日に愛媛県の赤石山地まで鉱物採集に出かけザクロ石などを採集しました．11 月４日にはかいぼり調
査，11 月９日に第二回目となる魚類分布調査を行いました．11 月 16 日には岡山地方気象台見学会を企画し，
気象台職員の方による説明を受けました．これらのイベントの成果を 11 月 21 日から 23 日の半田山祭期間中













は，A 群と B 群科目について，年間 49 単位が取得上限として設定されています．
1単位は，文部省の規則では 1学期間（前期／後期）に毎週 3時間の勉強を 15週してそれを習得したことを意味し
ます．つまり 1単位を得るためには 1学期間にその科目を 45時間勉強しなければいけません．1日は 24時間ですか
ら，15 週は 2,520 時間．これを 45 時間で割ると，56 単位となります．つまり，毎日，寝ずに，食事もとらず，バイトにも
行かず，サークル活動もせずに 15 週間頑張っても最大 56 単位までしか取れないということです．これはありえない話
なので，せめて寝る時間と食事の時間は確保すれば，現実的には 15 週で 24～25 単位（年間 49 単位）というのがこ
の上限設定の基本的な考え方です．大学の講義時間は１コマ当たり 1.5 時間ですから，上記 45 時間のうち授業は
22.5 時間．残りの時間は自分でする勉強の時間ということです．残りの 22.5 時間を 15 で割ると 1.5 時間．1 単位の講
義の自宅学習（予習・復習・宿題）時間は 1.5 時間／週となります．講義外での学習，ちゃんとしていますか？
■□ 生物地球学科の H25 年度運営体制 □■
平成 25 年度の学科の運営体制は以下のようになっております．相談等がございましたら各役員・チューターにお問
い合わせください．
役職・委員 教員名 連絡先 役職・委員 教員名 連絡先
学部長 星野卓二 9649 2 年チューター（GA） 亀田修一 9621
学科長 能美洋介 9605 2 年チューター（GA） 宮本真二 9549
1 年チューター（GA） 富岡直人 9715 2 年チューター（GB） 西戸裕嗣 9406
1 年チューター（GA） 武山智博 （新） 2 年チューター（GB） 白石 純 9655
1 年チューター（GB） 加藤賢一 9514 3 年チューター（GA） 中村圭司 9609
1 年チューター（GB） 中島経夫 9636 3 年チューター（GB） 大橋唯太 9745
留学生チューター 矢野興一 （新） 就職委員 西村敬一 9644
連絡先の番号は，086-256-に続く 4 ケタの番号です．(新)は平成 25 年度採用の教員，原稿作成時点で番号未確定．
■□ H25 年度前期のおもなスケジュール □■
月・日 行事等 月・日 行事等
４月３日（水） 入学宣誓式 ４月１４日（日） 生地研新入生歓迎登山
４月４日（木） 新入生オリエンテーション ４月１９日（金） 新入生オープンフロア
４月６日（土）～７日（日） 新入生一泊研修（みろくの里） ５月１１日（土）～１２日（日） 皐月祭
４月８日（月） 在校生オリエンテーション ６月１６日（日） オープンキャンパス Part1
４月９日（火） 前期講義開始 ７月２３日（火）～８月２日（金） 前期定期試験
４月１３日（土） 就職進路懇談会 ８月３日（土）～４日（日） オープンキャンパス Part2
岡山理科大学生物地球学科・生物地球システム学科 生地 NL編集（学科長：能美洋介）









井上 共 フイリマングース(Herpestes auropunctatus)の下腿にみられる特異な筋形態
大島 有理 日本産タナゴ類の保全に関する研究 -スイゲンゼニタナゴの簡易繁殖法とカネヒラの母貝選好性ー
古賀 日香理 博多遺跡群出土イヌ頭蓋形態の研究



















赤澤 慶祐 古代信濃の馬 堤 大地
岡山における浮遊粉じん（SPM.・ PM2.5）について
－1982～2011年ー

















西井 嵩浩 Excel を用いた恒星の内部構造の計算
大槻 達也 トビイロケアリのコロニー成長に及ぼす照度の影響 西谷 翔
絶滅危惧種キビノミノボロスゲの保護・保全に関する
研究









学的研究 －Cribra orbitalia を中心として－
藤田あゆな 赤石山系（愛媛県）の蘚類相


















合田 真人 須恵器当て具痕研究 －岡山県を中心に－ 宮里 遥樹 赤石山系（愛媛県）のタイ類相





城ケ原 智康 果樹の芽の休眠導入期における低温要求性について 森 悠亮
微動観測データによる地下構造モデルの再検討 ～
岡山平野・藤田地区の場合～















米嶋 貴生 コウライニゴイ Hemibarbus labeo 咽頭骨の相対成長
田中 咲帆 岡山県スゲ属植物検索図譜の作成 奥野 彰久
気温と絶対湿度が季節性インフルエンザの罹患に及
ぼす影響 －都道府県ごとの比較－
谷 昌平 肱川あらしの気象要素解析 －集中気象観測－
